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出
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川
世
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相
介
し
て
、
細
川
川
枕
礼
一
川
山
川
脳
と
し
て
山
冗
隙
泊

ω山
一
斑

を
組
ふ
こ
と
を

H
1川
と
せ
る
も
白
で
あ
る
。

る
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ン
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:l<n 
〈
で

あ

-
吋
際
江
銀

(
H
W
2
7
5句
作
ω
)

ご
は
、
帥
吋
倒
ほ
又
は
生

保
川
旧
ど
は
関
係
な
し
に
、
労
働
内
戦
附
じ
し

τ、
持
仙

階
級
一
人
件
川
b
山
一
受
け
る
則
貨
及
川
盆
(
印
ω
ヨ
日
)
の

長
で
ゐ
品
。

期
が
る
立
昧
に
於
け
る
山
口
際
H
H
銀
以
、
別
式
ず
る
仁
、

勢
川
問
山
川
'
滅
的
縦
術
的
制
刷
り
州
政
で
あ
る
。
従
つ

τ、

之
を
洲
ゐ
こ
込
に
依
っ
て
、
枇
命
的
活
必
俊
一
述
に
作
ひ

努
例
附
秘

ω
州
刷
が
柑
泌
す
る
も
の
な
ち
ゃ
合
ゃ
を
明

に
す
る
こ
ど
が
山
来
る
。

然
る
に
、
従
米
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
行
際
日
銀
内
側
定

の
方
法
リ
同
々
の
跳
則
公
有
っ
て
ゐ
る
G

北

H

泌
に
は
、

一
名
付
行
銀

(
K
o
E
E
-
J
E四
日
)
を
生
計
伎
町
敏
を
以

一
て
補
強
4
る
こ

Z
に
依
っ
て
求
め
て
ゐ
る
が
、
名
川
賃

銀、」

L
一1
、
如
何
な
る
日
銀
十
選
ぶ
h
r
v
先
寸
問
削
ピ

な
る
o

又
、
生
計
抗
抑
制
制

μ
、
抗
日
際

γ
於
て
、
引
山
川

Alvin If. Jl;tnscn， ・rhc Ik叫 ]¥Ica、l!n.!of ]{cal 、V;¥gι3・・ Tbc ̂ Il¥c:ric川

I二COIlυmicH町叩w，1'01. XVL 1¥'0. l， IIl;u-cll， Iり26
会ξ



の
生
計
投

ω
段
化
を
正
確
に
は
表
は
し
得
な
い
。
新
か
謝
し
て
受
け
る
財
貨
H
A
出
皿
金
の
量
」

E
も
考
へ
得
る
o

z方
法
で
は
、
到
底
、
質
際
貨
銀
の
正
し
い
値
を
得
る
併
し
一
定
の
拙
労
働
量
正
一
五
ふ
h
労
働
時
級
金
慨
を
通
じ

こ
Z
は

望

み

得

な

い

。

一

て

の

尺

度

が

な

い

か

ら

、

前

者

は

採

り

得

な

い

、

後

者

そ
れ
で
、
弦
に
一
案
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
、
現
寅
一
は
、
相
釣
的
制
念
で
、
絶
封
的
に
は
測
り
得
必
か
ら
遁

に
帥
労
働
階
殺
に
依
h'
消
費
せ

ιれ
た
財
貨
及
促
盆

ω数
一
誌
で
な
い
w
o

量
を
恭
磁
に
し

τ、
一
の
指
数
、
郎
も
消
費
指
数
を
作
一
教
授
は
期
〈
の
如
〈
説
明
す
る
が
、
勢
働
階
級
全
般

る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
指
数
は
基
準
に
於
け
る
附
制
約
を
一
を
代
表
L
得
る
棋
な
質
際
賃
銀
な
る
も
の
は
、
質
際
に

以
て
重
み

t
L、
品
目
に
麹
化

ωめ
っ
た
年
は
、
新
醤
一
測
h
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
先
づ
疑
問
で
あ
る
。
特

雨
時
保
の
指
数
を
作
b
、
目
の
年
を
つ
な
ぎ

(
F
E
r
)

吉
一
定
の
純
狐
の
労
働
に
限
れ
ば
、
一
定
の
労
働
量
の
報
酬

し
て
、
克
仁
続
行
す
る
o

一
E
L
て
質
際
貨
銀
を
測
り
待
自
こ

E
は
な
い
、
た
い
、

こ
の
消
技
指
数
に
依
れ
ば
、
問
定

thι
・
米
副
珠
算
に
一
白
銀
キ
は
必
す
し
も
賃
銀
牧
入
額
ご
平
行
せ
引
か
故
に

よ
る
普
通
生
計
技
指
数
の
銚
蜘
を
一
初
見
か
れ
る
ご
共
一
勢
倒
4
唱
の
賃
銀
般
入
を
問
題
正
す
る
場
合
仁
、
之
を
採

に
、
貯
蓄
M
A
賃
銀
外
牧
入
を
加
減
す
れ
ば
、
直
接
、
之
一
ら
ぬ
に
過
ぎ
な
い
、
若
し
、
他
的
事
情
仁
し

τ同
一
な

が
質
際
貿
銀

ω指
数
と
な
る
。
賞
際
賃
銀

ω最
も
よ
さ
一
れ
ば
、
賃
銀
逝
・
を
採
り
得
ぬ
諦
は
な
い
。

測
附
官
、
消
費
指
数
で
ぬ
る
ぜ
一
五
は
ね
ば
な
ら
品
。
一
併
し
』
ン
セ
ン
数
授
が
、
労
働
階
級
一
般
を
取
扱
ふ

ニ

一

の

は

、

数

授

の

所

耐

「

賃

銀

取

h
階
級
」
り
経
済
的
孤
駈

数
授
に
依
れ
ば
、
府
民
際
貨
銀
に
は
、
少
〈
も
三
仰
の
一
の
測
度
ご
し

τ、
質
際
貿
鋭
を
考
へ
る
か
ら
で
あ
る
o

刷
間
企
が
ゐ
内
得
る
o

前
記
の
も
の
を
普
通
正
す
る
が
、
一
併
し
「
賃
銀
取
ら
階
級
」

ω踊
祉
は
.
「
賃
銀
取
ち
階
級
」

な
は
、
「
一
定
の
労
働
盆
に
謝
す
る
報
酬
正
し
て
の
仰
に
非
る
階
級
り
そ
れ
ご
比
較
し
て
の
み
測
h
得
る
。
花

氏
及
川
仇
盆

ω
註
」
及
「
一
定
量
の
財
貨
及
川
田
盆
の
生
産
に
い
V

一
方
的
仁
賀
際
賃
銀
を
採
っ
て
も
、
か
、
る
目
的
仁

刊

H
際

民

叫

と

村

山

側

瓦

(

第

四

拠

一

六

九

)

華院

~. 
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(
第
円
規
一
七

O
)

六九一一

は
何
等
伐
に
立
つ
も
り
で
は
な
い
o

消
費
指
数
が
「
賓
館
が
間
違
ひ
で
ゐ
る
。
賃
銀
は
生
産
物
に
劃
す
る
労
働

際
貿
銀
り
最
も
よ
き
測
皮
」

E
主
張
さ
れ
る

ωも
、
賞
者
山
分
前
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
む
こ
の
動
じ
就
い

τ

際
袋
線
に
、
よ
h
以
上
内
意
味
eT
奥
へ
る
か
ら
で
あ
一
は
多
〈
云
ふ
必
要
が
な
い
o

z
。

一

三

賃
銀
は
昔
日
迎
、
品
川
枇
加
を
以
て
支
搬
は
れ
る
o

而
も
物
一
慨
に
述
べ
た
川
崎
に
数
授
が
従
来
の
質
際
貨
銀
の
測
定

腐
は
怖
に
抗
出
動
す
る
o

抜
に
於
て
、
債
銀
り
比
肢
は
、
一
に
依
拙
あ
る
ど
す
る
一
面
的
理
山
は
、
叫
労
働
者
の
牧
入

物
倒

ω
騰
落
を
柿
蛙
し

τ
の
み
可
能
で
あ
る
o

質
際
貸
一
を
明
じ
測
ち
得
同
こ
ピ
に
あ
る
o

賃
銀
牧
入
額
は
、
一

銀
ピ
は
、
物
仰
の
騰
落
を
補
強
し
た
名
目
賃
銀
行
心
識
で
一
年
を
単
位
ピ

Lτ
求
め
れ
ば
最
も
よ
い
が
、
失
業
に
よ

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
帥
宵
仙
的
報
酬
己
し
て
受
付
る
則
一
る
段
動
を
補
帥
位
す
れ
ば
、
一
キ
均
池
託
銀
で
も
よ
い
諜
で

貨
及
川
出
品
価
山
り
拾
で
あ
る
が
、
勢
働
階
級
な
ぞ

t
m胴
い
純
一
あ
る
が
、
併
し
、
託
銀
袋
に
或
は
苫
れ
ぬ
枚
入
は
、
こ

闘
な
る
を
要
L
な
い
に
紡
績
工
で
ゐ
れ
、
大
工
で
あ
一
れ
に
け
で
は
測
り
得
ぬ
。
会
内
設
備
の
利
用
、
失
業
成

れ
、
名

H
民
銀
叫
示
苫
れ
る
所
に
、
官
隊
筑
加
献
は
求
め
十

J

は
疾
病
基
金
に
依
る
牧
入
の
如
き
が
あ
る
。
叉
、
労
働

得
る
の
で
わ
る
o

名

H
賃
銀
が
正
し
く
拠
へ
ら
れ
、
物
一
組
合
技
ゆ
如
き
は
、
崎
労
働
賀
川
岬
仁
裂
す
る
常
然
の
投
周

仰
り
騰
落
を
正
[
〈
示
す
伯
が
求
め
ら
れ
、
ば
、
行
際
一
て
し
て
蛇
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
両
も
の
が
あ
る
o

真
に
又

住
銀
は
正
し
〈
一
市
さ
れ
る
誇
で
あ
る
。
問
題
は
粘
局
)
一
家
族
の
金
の
使
ひ
方
の
上
手
下
手
が
、
同
じ
額
で
も
、

物
的

ω脈
拍
附
を
正

L
〈
求
は
す
他
を
求
め
る
こ
ど
に
師
一
日
間
税
、
結
果
を
異
に
す
る
か
ら
、
之
も
問
題
ご
な
る
。

す
る
o

一
致
授
り
「
経
憐
的
一
澗
赴
」
を
測
る
意
味
に
於
い
て
は
、

川
ン
セ

V

教
授
の
、

-N際日比加四

ω概
念
Z
し

τ、
最
一
労
働
階
級
の
有
形
、
無
形

ω所
得
一
切
合
切
勘
定
に
入

筏
に
拠
へ
た
も
の
は
、
相
劃
的
で
あ
る
ご
の
理
由
の
下
れ
る
必
要
が
あ
ら
う
o

併

L
、
か
、
る
意
味

ωな
い
以

仁
戸
川
り
ら

μ
て
ゐ
る
が
、
之
を
賃
銀
正
考
へ
る
こ
Z
自

上

・

比

較

L
得
ぺ
き
正
し
い
名
目
賃
銀
が
得
ら
れ
、
ば

錯

担
肌
即
位
鋭
と
其
測
定

第
二
十
一
二
巻

雑



費
で
こ
正
足
b
、
長
期
の
比
較
は
、
丹
な
ぎ
を
通

ιτ

の
概
算
で
揃
足
す
べ
き
で
あ
る
。
併
し
、
他
り
特
別
な

四

一

る

指

数

を

朋

ひ

る

こ

ご

も

詐

さ

れ

よ

う

が

、

今

・

誌

に

物
償
脱
落
の
補
強
を
加
へ
る
た
め
に
、
普
可
迎
、
生
一
計
一
ぞ
れ
を
問
題
に
し
て
ゐ
品
徐
裕
が
な
い
。
要
す
る
に
、

費
指
数
が
用

υら
れ
て
ゐ
る
。
併
し
、
指
数
叶
内
容
た
一
軍
に
品
目
が
賞
際
上
共
通
せ
ぬ
吉
一
疋
ム
快
貼
を
患
げ
る

る
品
川
が
固
定
し
て
ゐ
る
か
ら
、
叫
労
働
者

ω消
費
生
活
一
に
急
で
、
そ
の
指
数

ω質
問
周
一
お
れ
に
在
る
か
を
考
へ

の
艶
濯
を
如
-MH
に
語
る
も
の
で
は
な

ν
。
こ

ω繰
駄
を
一
ぬ
こ
芭
は
、
少
〈
も
不
充
分
で
あ
る
o

補
ふ
た
め
じ
・
品
目
に
後
一
民
を
加
へ
、
新
信
二
仰
の
指
一
亙

裁
を
作
つ

τ、
共
前
後
の
ザ

r
rご
す
る
方
法
が
行
は
一
日
間
口
の
共
通
を
強
調
す
る
数
授
は
、
不
認
の
繰
準
を

れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
皐
に
、
品
目
を
増
加
し
た
t
-
一
ム
一
人
間
生
活
白
般
の
中
に
な
い
か

Z
云
ふ
。
こ
の
意
味
で

ふ
以
上
に
は
何
等
意
味
の
あ
る
も
の
で
な
〈
、
消
費
す
一

p

l

y
ト

9
1
(
H
U
5
5
0
)
の
最
低
生
活
費
の
研
究

る
財
貨

ω和
判
明
や
品
質
の
麗
化
を
反
臥
す
る
も
川
り
た

h
一
が
註
意
さ
れ
る
。
ロ

1
V
ト

9
1
の
研
究
は
、
単
に
他

得

な

い

。

一

康

を

維

持

ず

る

に

必

要

な

る

最

低

費

用

を

算

定

す

る

こ

生
計
叫
世
指
数
に
射
す
る
数
授
の
非
難
は
、
普
通
に
云
一
ピ
に
在
っ
た
が
、
そ
の
標
準
乞
科
事
的
に
定
め
る
こ
ピ

は
れ
工
お
る
所
で
、
正
賞
で
あ
る
o

併
し
、
日
間

H
が
、
一
を
期
し
た
の
で
ゐ
る
o
併
L
・
ぞ
れ
は
、
単
に
食
物
の

杢
然
縫
化
し

τし
ま
っ
て
ゐ
る
様
な
二
時
期

ω
比
税
一
場
合
に
、
カ
ロ

9
1
を
標
準
ご
し
得
た
の
み
で
、
他
の

は
、
対
際
貨
銀

ω問
題
ご
じ
て
、
賞
用
の
あ
る
問
題
か
一
費
用
に
就
い
て
は
、
科
事
的
楳
準
を
徹
底
し
得
な
か
う

如
何
か
を
先
づ
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。
た
hv
、
こ
の
問
一
た
か
ら
、
共
通
り
標
準
ど
は
な
h
得
な
い
の
で
あ
る
。

旭
川
範
附
内
よ

b
す
れ
ば
、
重
要
品
目
の
遮
搾
及
重
み
叉
、
最
低
生
活
費
は
、
買
際
貨
銀
の
測
定
の
目
的
に

の
附
打
方
に
充
分
な
る
注
意
を
な
せ
ば
、
普
通
の
生
計
は
、
充
分
に
は
油
L
符
ぬ
憾
が
め
る
o

例
へ
ば
、
最
低

質

際

貨

説

、

と

其

測

定

第

二

十

三

巻

(

品

伊

凹

掠

一

七

一

)

六

九

三

E
「
れ
壬
充
分
で
あ
る
o

他
に
、
問
題
を
残
す
伶
地
が
な

、。
-
M
 

雑

訟
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部
二
十
三
倍

抗

刷

何

日

以

と

共

測

定

(

か

凹

説

-

七

一

一

)

大

九

四

生
活
技
に
謝
し
て
、
賃
銀
が
一
伯
宇
の
場
合
言
、
三
倍
の
意
味
に
於
て
、
ル
プ
レ
1
(
F
O
]
V
F
1
)

の
家
計
簿

の
場
合
を
比
紋
し

τ、
資
際
貨
銀
比
二
仰

.
k
t
は
云
へ
式
家
計
制
査
法
よ

b
致
へ
ら
る
、
所
が
極
め
て
多
一
ぃ
。

ぬ
ζ

ピ
で
あ
る
o

最
低
生
活
貨
を
以
て
測
れ
ば
確
か
に
一
こ
の
方
法
に
依
れ
ば
、
仙
川
持
の
質
際
が
明
瞭
正
な

b
、

二
位
で
は
あ
る
が
、
最
低
生
活
設
営
除
い
た
残
徐
は
、
一
従
っ
て
、
一
定
の
家
計
海
第
り
阿
悶
ゆ
怖
を
通
じ

τ、
名

u

仙
の
方
面
に
用
ひ
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
決
し
て
は
地
低
一
貨
銀
を
官
際
貨
鋭
に
庖
苫
す
に
、
貨
幣
牧
入
が
府
際
に

佐
川
山
引
を
尺
皮
正
し
て
測
る
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
一
消
化
武
吉
れ
た
結
果
よ
b
見
て
、
一
質
際
刊
日
銀
が
幾
何
な
h

h
v
o

最
低
生
活
費
は

-N際
貨
銀
の
測
度
ど
は
な
b
得
な
一
し
か
を
・
知
る
の
で
あ
る
o

い
さ
五
ム
の
が
品
脱
税
の
設
切
で
あ
る
。
一
こ
の
方
法
か
ら
、
二
仰
の
指
数
を
考
へ
る
こ
芭
が
出

品
低
生
活
投
を
測
定
す
る
意
味
は
経
済
上
別
仁
あ
一
来
る
。
一
つ
は
大
衆
に
依
h
治
山
賀
さ
れ
る
重
要
商
品

ω

る
o

併

L
、
物
倒
脱
落
の
指
数
を
求
む
る
た
め
に
は
、
一
消
費
量
を
以
っ
て
す
る
方
法
で
ゐ
る
が
、
之
は
あ
る
特

敢
て
、
最
低
生
活
費
に
依
る
必
要
は
な
い
誇
で
あ
る
。
一
定
ゆ
抑
制
令
に
の
み
有
放
で
ゐ
っ
て
一
般
性
を
有
化
ぬ
柏
駅

ρ

ン
セ
Y

数
授

ω右
の
説
明
以
、
「
叫
労
働
の
抑
制
馴
正
し
一
則
が
あ
る
o

そ
れ
で
、
消
費
苫
る
、
品
目
全
部
を
採
っ

て
受
け
る
川
貨
及
促
盆
の
量
」
に
凶
は
れ
、
且
つ
、
経
一
て
指
数
を
作
る
o
滋
仁
云
ふ
消
費
指
数
で
あ
る
。

時
倒
的
一
川
秘
凶
洲
茂
正
考
ふ
る
所
か
ら
、
生
じ
た
も
の
で
一
消
費
指
数
仁
就
い
て
は
、
阪
に
述
べ
た
が
、
数
授
に

あ
る
こ
己
は
一
五
ム
記
も
な

ν。
一

依

れ

ば

百

合

衆

闘

の

勢

働

統

計

局

が

・

年

々

、

五

千

乃

六

一

至

一

高

ω叫
労
働
者
の
家
族
を
選
ん
で
家
計
謝
査
を
行
へ

A

Y

セ
ン
数
授

ω質
際
賃
銀
に
謝
す
る
上
記

ω所
論
一
ば
、
こ
の
指
数
は
、
よ
い
値
を
示
す
で
ゐ
ら
う
己
一
去

か
ら
す
れ
ば
、
労
働
階
級
一
入
賞
b
が
、
質
際
に
幾
何
一
ふ
o

勿
論
‘
此

ω場
合
、
叫
す
働
者
の
家
伎
の
大
3
の
皮

の
長
立
川
貨
ご
使
盆
ご
を
得
た
か
を
鬼
る
方
一
炉
、
躍
な
数
分
布
を
泊
蛍
に
定
め
、
且
つ
一
般
努
働
階
級
正
す
る

Z
貨
幣
牧
入
制
を
通
じ
て
見
る
よ
h
正
確
で
あ
る
o
こ
以
上
、
各
科
産
業
部
門
に
何
れ
い
も
市
一
み
を
附
す
る
を
要



る つ L。τ
改 こ
訂の
を 重
加み
へは
る 、
。岡
こ 勢
れ調
重量盗
授ご
のご
提に
主主
の其
大結
要よ~
で に
あよ

七

年
々
、
家
計
調
査
を
行
ひ
、
消
費
指
数
を
作
成
し
得

れ
ば
、
拙
労
働
階
級
の
生
活
紋
態
を
明
に
し
得
て
甚
ザ
ド
便

利
で
あ
b
、
叉
こ
の
指
数
は
・
質
際
賃
銀
の
指
数
た

b

得
る
誇
で
あ
る
が
、
賞
際
問
題
ご
し
て
、
幾
何

ω可
能

性
が
ゐ
る
か
、
大
な
る
疑
問
で
あ
る
。

質
際
貨
銀
に
は
、
数
授
の
主
張
す
る
が
如
き
、
拙
労
働

階
級
の
経
済
的
瓶
一
肱
的
測
度
花
る
が
如
き
性
質
は
、
そ

れ
白
煙
仁
は
な
い
。
従
っ
て
此
貼
か
ら
は
、
特
に
消
技

指
数
の
特
徴
を
カ
設
L
得
な
い
o
叉
、
従
来
の
方
法
は

必
十
し
も
数
授
の
一
式
ふ
が
如
き
甚
だ
し
い
快
貼
を
有
た

す
、
少
〈
も
名
円
賃
銀
を
補
整
す
る
ご
云
ふ
範
凶
に
於

て
は
、
充
分
有
用
な
る
べ
き
は
、
阪
に
述
べ
た
所
で
あ

る
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
、
消
費
指
数
が
、
従
来
の
も

の
に
置
き
換
へ
ら
る
べ
き
特
別
の
理
由
を
接
見
L
得
な

、。質
際
賃
銀
の
測
度
の
問
題
は
、

雑

録

賀
際
民
判
叫
b
L
其
測
定

名
目
賃
銀
仁
依
b
、

賃
銀
の
比
蚊
hr-
な
す
ぺ
〈
、
物
同
問

ω
騰
落
を
補
整
す
る

問
題
に
他
な
ら
泊
。
而

L
て
、
こ
の
怖
盤
以
、
生
計
築

指
数
に
よ
る
。
生
計
叫
目
指
数
作
成
の
問
題
は
、
重
要
品

目
の
選
定
、
重
み
の
配
分
、
小
一
良
債
格
の
決
定
に
存
す

る
が
、
此
等
が
解
決
さ
れ
、
ば
・
指
数
は
、
山
記
汁
な

る
形
を
採
る
こ
己
に
な
る
。
我
闘
の
家
計
調
査
が
完
成

古
る
、
腕
に
は
、
生
計
費
指
数
算
定
的
問
題
に
克
明
を

奥
へ
る
こ
ご
、
な
b
、
従
て
叉
、
・
質
際
貨
銀
測
定
の
問

題
色
白

ι明
か
ど
な
る
で
あ

ιう。

第
二
十
一
日
一
巷

(
第
四
娘
一
七
=
一
)

六
九
五


